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【育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

 

 
育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ 
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①基礎学力 
中学校修了程度の学力が身

についている。 

高等学校の学習内容の基礎的な

学力が身についている。 

高等学校の学習内容の標準から発展

的な学力が身についている。 
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⑥情報活用能力 
情報を収集することができ

る。 

課題解決に向けて情報を収集

し、適切に取捨選択することが

できる。 

課題解決に向けて情報を収集し、適切

に取捨選択するとともに、対策を立

て、計画的に実行することができる。 
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③自己理解・自己管理能力 

自らの現状について理解し

ようと努力することができ

る。 

自らの現状について理解し、自

己の可能性を肯定的に捉えると

ともに、目標の達成に向けて行

動できる。 

自らの現状について理解し、自己の可

能性を肯定的に捉えるとともに、目標

の達成に向けた行動を粘り強く継続

することができる。 

④コミュニケーション能力 

自分の意見を持ち、わかり

やすく他者に伝えることが

できる。 

自己主張と傾聴とのバランスを

取ることができる。 

自己主張と傾聴とのバランスを取り

ながら、効果的に他者と意思を疎通す

ることができる。 

⑦分析力 課題を発見できる。 
課題を発見し、その構造を明ら

かにすることができる。 

課題を発見し、その課題の本質を見 

極め、構造を明らかにすることがで 

きる。 
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②主体性 
自ら進んで物事に取り組む

ことができる。 

自ら進んで物事に取り組むとと

もに、自分の考えを持って行動

できる。 

自ら進んで物事に取り組むとともに、

自分の考えを持って行動でき、その結

果について責任を持つことができる。 

⑤他者理解力 
他者の多様な考えや立場が

あることを理解できる。 

他者の多様な考えや立場を受け

入れることができる。 

他者の多様な考えや立場を受け入れ、

互いに認め合うことで良好な人間関

係を築くことができる。 

【教育目標】 

１）人権を尊重し、公正な判断力と責任感、思いやりと規範意識、

社会貢献の精神を持つ社会の有為な形成者を育成する。 

 

２）学力・体力とコミュニケーション能力を兼ね備え、社会を主体

的に「生きる力」を育成する。 

 

３）生徒一人一人の豊かな個性を伸ばし、生涯にわたって学び続け

る態度を育成する。 

 

 

【学校像／学校経営計画】 

生徒、保護者、地域等から信頼される安心・安全な学校 

「入りたい、入ってよかった、入って頑張る」 

学習活動、部活動、学校行事等の全てに積極的に取り組み、進路希

望の実現と自己実現に向けて努力を継続する生徒 

【生徒／学校の現状】 

・部活動や学校行事へも熱心に取り組み、学習との両立を目標にして

いる中堅校。２年次に文系・理系に分かれ、３年次は、必修選択６

単位、自由選択６単位を置いている。卒業後の進路は、４年制大学

59%、短期大学 6%、専門学校 25%、就職・公務員 4%。 

・女子の応募倍率は高いが、男子は高倍率には至らない。 

・吹奏楽部・ダンス部が好成績を得ている一方、他の運動部の成績が

振るわず、生徒を伸ばしきれていない現状。 

・地域から信頼されており、ボランティア活動が充実。 

・遅刻も少なく、落ち着いて授業を受けられる環境が整っている。 

・一部の生徒に、身だしなみの乱れが見られる。 

・自分で判断して行動する主体性の育成が課題である。 

【予想される社会の変化】 

・AIの発展による職業の変化。 

・貧富の差の拡大。子供の貧困の増加。 

・超高齢化社会の出現。 

・単純な知識の累積よりも、考える力が要求されるようになる。 

・学力だけでなく、人間力が重視されるようになる。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

よりよい未来を創造するために、継続して学び続けるとともに、他者と協働して主体的に社会に貢献することができる人間 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

継続力 ・・・・・ ①基礎学力          ②主体性          ③自己理解・自己管理能力 

協働力 ・・・・・ ④コミュニケーション能力   ⑤他者理解力 

課題対応力 ・・・ ⑥情報活用能力        ⑦分析力 


